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フ
ラ
ン
ク
「
ド
イ
ツ
行
政
法
」

図
書
回
早
記
長

u門
巾
己
申
口
町
岡
市
田

J124々出
EH諸
問
2
E
U
5
3・

穣

治

ド
イ
ツ
は
一
九
三
三
年
の
所
謂
闘
民
革
命
に
よ
っ
て
従
来
の
立

憲
民
主
主
義
を
慶
棄
し
、
民
族
共
同
盟
の
債
値
を
窮
極
の
目
的
と

す
る
指
導
者
主
義
(
吋
D
Z
2日尚一口
N
J
}
)

左
採
る
に
至
っ
た
。
と

の
と
と
は
近
世
の
立
憲
諸
闘
に
共
通
な
る
怯
治
閣
の
翻
念
及
び
そ

田

上

の
根
本
原
理
た
る
樺
力
分
立
主
義
と
法
治
主
義
を
否
認
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
従
来
の
行
政
法
の
理
論
は
概
ね
そ
の
基
礎
乞
失
ひ

僅
か
に
過
渡
的
な
法
制
と
共
に
偉
命
を
っ
た
ぐ
に
過
な
く
な
っ

た
。
だ
か
ら
新
し
き
同
家
翻
の
下
に
生
れ
出
づ
ベ
き
新
な
る
行
政

法
皐
が
多
大
の
興
味
を
以
て
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
の
新
な

準
的
時
系
は
先
づ

F
U
F
F
3
2
2ロ
2
0
F
S

円
四

g
U
2
2岳
2

3
2
F
5
8
(腕
輪
一
都
一
綿
一
興
懸
が
こ
れ
を
企
て
、
共
い
で

同
ん
ま

m
g
u
U
2
2ロ
HH04244pgz口問
w
5
8
及
び

同

g】

-gHHZ'

が
著
は
さ
れ
た
。
本
書
は
と

れ
に
弐
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、

k
r
r
p
p
g
z
p
q
色
恒
三

g
y
g
H
w
g
z

2
w
U
2
2
0
Y
2
4
2
4司
HH・匂

H
c
g

書

許
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の
編
纂
の
下
に
二
十
五
人
の
皐
者
が
ナ
チ
ス
行

政
法
に
つ
い
て
執
筆
せ
る
論
文
を
蒐
録
し
た
も
の
で
、
執
筆
者
が

具
る
得
に
多
少
の
重
複
を
兎
れ
な
い
け
れ
ど
も
公
認
の
標
準
的
皐

説
と
し
て
-
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
編
者
の
序
論
の
外
に
本
文

は
五

O
四
頁
あ
り
と
れ
を
ド
イ
ツ
行
政
法
の
沿
革
・
ナ
チ
ス
行
政

法
の
建
設
の
慕
礎
・
ナ
チ
ス
同
家
に
於
け
る
行
政
の
主
瞳
・
行
政

作
用
・
警
察
・
行
政
上
の
財
応
法

ω
六
部
二
十
五
篇
に
分
け
る
。

各
篇
が
い
づ
れ
も
濁
立
の
論
文
と
し
て
相
営
な
債
値
を
も
つ
が
、

と
と
に
は
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
か
ら
そ
の
中
の
興
味
あ
る
部
分
を

の
親
裁

F
g
r

紹
介
す
る
に
止
め
る
。

* 

* 

* 

従
来
の
岡
法
皐
的
概
念
は
す
べ
て
抽
象
的
な
同
家
人
格
(
問
。
マ

宮司
g
y
p
p
)
を
前
提
と
す
る
。
そ
れ
は
各
構
成
分
子
か
ら
遊
離
せ

る
存
在
で
あ
っ
て
、
開
民
各
個
人
は
そ
の
構
成
員
た
る
身
分
の
外

に
岡
家
と
は
一
感
無
嗣
係
な
枇
舎
宮
市
申
告

g
E宗
)
に
於
い
て
相

互
に
債
権
法
的
樹
係
に
完
ち
、
叉
岡
家
に
封
し
て
そ
の
自
由
を
主

張
し
殊
に
訴
訟
手
績
に
よ
っ
て
槽
利
を
行
使
す
る
と
と
が
認
め
ら

れ
た
。
然
る
に
ナ
チ
ス
法
制
で
は
ギ
l
ル
ケ
の
園
韓
論
に
従
ひ

(
昭
一
辺
沿
海
外

m
N
)

民
族
共
同
躍
を
前
提
と
し
.
そ
の
債
値
を
瑳

展
せ
し
む
る
指
導
者
が
法
を
指
示
し
、
更
に
指
導
者
は
そ
の
機
関

と
し
て
政
府
の
組
織
す
な
は
ち
同
家
機
構
を
も
っ
。
行
政
組
織
の

内
部
で
は
従
来
の
管
理
者
右
手
2
)
主
義
を
強
調
し
て
下
位
に

封
す
る
権
威
と
上
位
に
封
す
る
絶
封
の
責
任
を
要
求
す
る
が
、
そ

の
管
理
者
は
民
族
と
の
関
係
に
於
い
て
は
指
導
者
と
し
て
専
ら
民

族
の
債
値
或
は
秩
序
に
侍
存
す
る
。
同
家
人
格
は
た
だ
封
外
闘
係

に
於
い
て
取
引
能
力
・
機
関
に
よ
る
代
表
の
可
能
性
・
目
的
に
よ

る
責
任
の
限
定
に
つ
き
意
義
あ
る
に
過
ぎ
歩
、
指
導
者
と
被
指
導

者

(
9
E
m皿

6
7
2
5

た
る
民
族
と
の
闘
係
は
園
家
機
構
に
先
行

し
そ
の
前
提
で
る
る
。
各
人
各
国
世
は
金
曜
の
構
成
分
子
と
し
て

の
み
考
ヘ
ら
れ
、
従
っ
て
個
人
相
互
も
圏
館
法
的
闘
係
で
あ
っ
℃

純
然
た
る
流
通
の
正
義
は
認
め
ら
れ
や
ノ
、
公
法
的
圏
鰭
と
私
法
的

圏
鰻
と
の
匿
別
も
相
封
的
な
も
の
と
な
る
。
個
人
が
園
家
に
封
し

て
公
植
を
行
使
し
或
は
地
方
園
憧
が
同
家
に
封
し
て
訴
訟
を
提
起

す
る
が
如
き
と
と
も
許
さ
れ
た
い
。
更
に
民
族
共
同
館
は
法
に
先

行
し
そ
の
基
礎
で
あ
る
。
各
共
同
世
舎
は
そ
の
秩
序
付
け
ら
れ
た

競
態
に
於
い
て
周
有
の
法
を
有
し
，
そ
れ
が
不
文
法
と
し
て
或
は
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指
導
者
を
通
じ
て
成
文
法
と
し
て
各
人
の
運
命
を
要
求
す
る
。
法

が
縄
立
な
る
個
人
相
互
の
交
渉
を
規
律
す
る
も
の
と
解
す
る
従
来

の
説
明
は
描
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
お

H
J
N日
h
h
H
f

「
宮
Mroロ
P
H
S品
私
の
繍
介
、
園
Jc

家
撃
曾
雑
誌
四
八
春
一

O
貌
琴
照
L

* 

* 

本

法
律
に
基
づ
く
行
政

(
C
2
2
N
B前
回
白
百

T
Z
含
円
〈
句
者

p-ZH岡山
内
)
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は
グ
イ
マ

l
ル
憲
法
の
下
で
も
所
謂
法
律
の
概
念
が
多
義
な
る
と

と
殊
に
行
政
権
に
封
す
る
度
汎
な
る
授
植
に
よ
っ
て
そ
の
巌
守
が

困
難
ゑ
る
と
と
を
思
は
せ
た
が
、
指
導
者
原
理
は
最
早
法
律
の
支

盟
を
認
め
や
.
法
律
は
寧
ろ
兵
躍
的
な
る
共
同
世
舎
の
現
貴
か
ら

指
導
者
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
新
し
き
法
源
は

民
族
共
同
韓
の
秩
序
に
費
し
、
指
導
者
の
一
不
す
法
原
理

(
E
E
'

gm)を
最
高
法
規
と
す
る
。
従
来
の
岡
家
作
用
が
す
べ
て
自
由
の

保
障
を
目
的
と
せ
る
に
反
し
て
、
将
来
の
閤
家
作
用
は
と
の
法
原

理
の
賃
現
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
指
導
者
の
示

す
綱
領
有
g
m
H
5
5
5
)
と
具
り
、
法
規
を
解
四
押
す
る
標
準
た
る

に
止
ま
ら
や
す
べ
て
立
法
及
び
行
政
を
決
定
す
る
。
と
の
法
原
理

に
基
づ
い
て
法
律
及
び
指
導
者
の
命
令

(司

O
V
5
4
2
3
雪
gぬ
)

書

評

が
護
せ
ら
れ
る
が
、
と
と
で
も
法
律
が
命
令
に
優
先
す
る
数
カ
は

な
い
。
従
っ
て
法
律
に
基
づ
く
行
政
は
民
族
共
同
睦
の
法
に
基
づ

く
行
政
(
出
受

-EE智
也
市
叫
『
宮
山
由
吋
〈

2
4司
・
)

に
置
き
換
ヘ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
自
由
裁
量
の
問
題
殊
に
不
特
定
の
法
的
概
念
に
よ

っ
て
裁
量
が
覇
束
さ
れ
る
や
否
や
も
、
そ
れ
が
右
の
法
原
理
に
決

定
さ
れ
る
鮪
で
は
常
に
自
由
な
く
、
反
封
に
と
の
法
原
理
を
貫
現

す
る
に
心
要
な
る
限
度
で
は
従
来
よ
り
も
逢
か
に
虞
い
自
由
が
認

め
ら
れ
る
。

* 

* 

* 

個
人
の
園
家
に
劃
す
る
公
権
が
否
定
せ
ら
れ
、
個
人
に
は
た
だ

共
同
枇
舎
の
構
成
員
た
る
地
位
(
呂
町
四
含
窓
口
己
目
的
)
が
認
め
ら
れ

る
に
過
ぎ
た
い
。
所
有
権
の
不
可
侵
は
そ
の
例
外
が
法
律
の
明
文

に
規
定
さ
れ
て
あ
る
と
否
と
を
聞
は
歩
、
有
も
と
の
構
成
員
た
る

本
質
に
反
す
る
限
り
主
張
す
る
を
得
な
い
。
然
ら
ば
行
政
裁
判
制

度
は
翠
に
樺
限
乞
縮
小
し
殊
に
出
訴
事
項
を
制
限
す
る
に
止
ま
ら

や
ノ
‘
全
く
そ
の
存
在
理
由
を
失
ふ
べ
き
筈
で
あ
る
。
本
書
で
は
こ

の
制
度
を
掛
議
し
て
、
ド
イ
ツ
民
族
の
倖
統
が
公
開
の
裁
判
手
績

を
信
頼
す
る
念
に
強
い
こ
と
及
び
行
政
寵
の
決
定
が
訓
令
よ
り
濁
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立
た
る
と
と
を
要
す
る
揚
合
あ
る
を
暴
げ
、
し
か
も
ナ
チ
ス
黛
員

が
裁
判
に
参
加
し
且
つ
ナ
チ
ス
立
法
に
よ
り
裁
判
の
規
準
が
興
へ

ら
れ
る
か
ら
怯
原
理
と
矛
盾
す
る
虞
な
し
と
論
や
る
。
け
れ
ど
も

擢
限
の
猫
立
の
み
で
は
裁
判
制
度
を
基
礎
づ
け
る
も
の
で
は
な

く
.
叉
民
族
の
構
成
員
た
る
地
位
の
承
認
な
求
め
、
行
政
が
所
謂

法
原
理
に
基
づ
い
て
行
は
る
べ
き
と
と
な
要
求
す
る
離
に
行
政
裁

判
制
度
の
本
質
左
認
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
訴
願
と
選
ぶ
と
こ
ろ

が
な
い
。
始
審
的
手
訟
或
は
警
察
下
命
の
如
く
積
極
的
に
怯
原
理

を
貫
現
す
べ
き
場
合
の
争
訟
は
訴
願
に
よ
る
べ
く
.
違
法
な
る
課

税
を
争
ふ
が
如
き
構
成
員
た
る
地
位
の
評
債
に
闘
す
る
争
訟
は
行

政
訴
訟
に
よ
る
べ
し
と
す
る
主
張
も
必
歩
し
も
明
瞭
な
も
の
で
は

ご
(
認
倍
以
嬰
信
号
・
J

詰)。

* 

* 

* 

指
導
者
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
園
家
擢
力
の
増
大
と
個
人
の
且

自
の
衰
退
と
は
我
等
に
往
時
の
警
察
岡
を
想
起
せ
し
め
る
。
試
み

に
従
来
の
警
察
の
概
念
乃
至
は
警
察
権
の
限
界
と
比
較
す
れ
ば
、

先
づ
自
由
主
義
に
由
来
す
る
消
極
的
目
的
は
維
持
さ
れ
守
、
警
察

の
目
的
は
民
放
の
兵
鰭
的
責
質
的
た
債
値
を
登
展
せ
し
む
る
自
由

を
保
護
し
助
長
す
る
に
あ
る
か
ら
幅
利
の
目
的
を
合
む
は
い
ふ
迄

も
な
い
。
又
世
舎
と
同
家
と
の
直
別
が
消
滅
し
個
人
は
常
に
民
族

及
び
岡
家
の
構
成
員
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
か
ら
.
所
謂
内
務
行
政

の
特
色
が
夫
は
れ
、
警
察
と
司
法
作
用
或
は
外
政
軍
政
財
政
等
と

の
直
別
も
相
封
的
な
も
の
と
な
る
。
公
生
括
と
私
生
括
の
直
別
が

失
は
れ
る
と
と
か
ら
警
察
公
共
の
原
則
が
泊
減
し
、
特
別
の
法
令

又
は
下
命
た
き
揚
ム
口
に
も
公
共
の
災
厄
の
防
止
鎮
座
に
協
力
す
る

義
務
を
認
め
る
か
ら
警
察
責
任
の
範
園
が
著
し
く
損
大
し
、
従
っ

て
警
察
急
扶
権
の
概
念
も
存
在
す
る
齢
地
が
な
い
。
か
く
て
警
察

の
職
能
は
閤
家
の
目
的
の
全
般
に
亙

D
、
特
別
な
る
警
察
概
念
の

定
義
ま
で
も
不
可
能
な
と
と
と
な
る
。

* 

* 

* 

と
の
他
新
法
典
の
示
す
地
方
圏
鰻
の
本
質
が
民
族
共
同
躍
の
基

礎
を
確
立
し
、
従
っ
て
岡
家
と
同
じ
く
自
治
行
政
の
組
織
に
は
市

町
村
長
の
皐
濁
責
任
・
ナ
チ
ス
山
県
員
の
参
加
・
市
町
村
舎
の
諮
問

機
闘
た
る
性
質
が
要
求
さ
れ
.
叉
指
導
者
に
封
す
る
閥
係
で
は
上

速
の
訟
原
理
に
結
封
に
服
従
す
る
こ
と
な
要
す
る
。
と
れ
等
の
大

要
及
び
批
評
は
別
の
機
舎
に
越
べ
た
と
と
る
に
譲
る
(
脚
立
抑
制
駒
山
側
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八
巻
一
J

。

O
鋭
、
、

向
以
上
の
如
き
導
指
者
原
理
が
如
何
な
る
程
度
に
貰
現
さ
れ
て

ゐ
る
か
は
興
味
あ
る
と
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
民
族
意
識
に
つ
い
て

抽
象
的
他
者
な
る
岡
家
の
支
配
な
る
観
念
を
一
掃
し
、
市
町
村
制

・
努
働
法
の
如
き
劃
期
的
な
立
法
を
遂
げ
、
更
に
行
政
の
貴
際
で

は
中
央
の
詳
細
な
る
訓
令
に
よ
っ
て
徹
底
k
期
し
て
ゐ
る
が
、
濁

り
裁
判
に
つ
い
て
は
未
だ
従
来
の
法
治
間
的
理
論
に
よ
る
も
の
が

少
く
た
く
、
殊
に
そ
れ
は
警
察
法
に
闘
し
て
著
し
い
。
行
政
法
に

闘
す
る
包
括
的
な
法
典
編
纂
の
機
運
は
比
較
的
最
近
に
至
。
て
顕

著
で
あ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
・
ヴ
ェ
ル
テ
ン
ベ
ル
ヒ
行

政
法
草
案
の
如
き
も
の
が
あ
っ
た
が

B

ナ
チ
ス
の
治
下
で
は
全
く

阻
止
さ
れ
る
。
一
般
的
な
法
典
編
纂
は
法
治
閣
の
要
求
に
他
な
ら

歩
、
殊
に
公
誌
と
私
法
・
法
律
と
緊
急
命
令
・
法
律
問
題
と
政
治

問
題
の
如
き
概
念
の
分
析
は
指
導
者
原
理
に
背
馳
す
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。

二
九
三
七
・
一
二
・
ニ
O
)
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